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平
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活
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○
役
員
会

　

・
四
月
一
二
日　

  「
今
年
度
活
動
計
画
並
び
に
研
究
会
開
催
に
つ

い
て
」

　

・
九
月
二
七
日　
「
今
年
度
講
演
会
開
催
に
つ
い
て
」

　

・
一
一
月
二
九
日　
「
来
年
度
予
算
計
画
に
つ
い
て
」

○
参
禅
会
運
営
委
員
会

　

・
四
月
一
二
日　

  「
今
年
度
活
動
計
画
並
び
に
今
年
度
研
修
旅
行

に
つ
い
て
」

　

・
九
月
二
七
日　
「
今
年
度
研
修
旅
行
会
計
報
告
」

　

・
一
一
月
二
九
日　

  「
来
年
度
予
算
計
画
並
び
に
来
年
度
研
修
旅

行
に
つ
い
て
」

○
『
禅
研
究
所
紀
要
』
編
集
委
員
会

　

・
一
一
月
二
九
日　
「『
禅
研
究
所
紀
要
』
第
四
五
号
に
つ
い
て
」

○
研
修
旅
行

　
　

岡
島
秀
隆
所
長
以
下
、
三
十
名
の
参
禅
会
員
の
参
加
で
、
八
月

三
〇
日
か
ら
九
月
一
日
ま
で
、「
北
海
道
の
洞
門
寺
院
と
大
自
然

を
巡
る
旅
」
を
実
施
し
た
。
北
海
道
布
教
の
拠
点
と
な
っ
た
海
雲

山
龍
徳
寺
、
道
内
最
古
級
の
仏
教
文
化
財
で
あ
る
五
百
羅
漢
像
を

安
置
す
る
月
浦
山
宗
円
寺
、
札
幌
市
内
の
布
教
の
拠
点
と
な
っ
た

金
龍
山
大
覚
寺
を
拝
登
し
た
。
ま
た
、
小
樽
の
市
街
地
、
ニ
ッ
カ

ウ
ヰ
ス
キ
ー
余
市
工
場
な
ど
を
見
学
し
、
富
良
野
の
大
自
然
を
堪

能
し
た
。

○
禅
籍
資
料
調
査

　
　

禅
研
究
所
の
所
長
以
下
所
員
・
研
究
員
七
名
が
、
三
月
一
三
日

か
ら
一
四
日
に
徳
島
県
を
訪
れ
、
城
満
寺
・
丈
六
寺
（
曹
洞
宗
）

を
拝
登
し
て
同
寺
所
蔵
の
資
料
の
閲
覧
・
収
集
を
行
っ
た
。
ま

た
、
国
分
寺
（
曹
洞
宗
、
四
国
八
八
箇
所
霊
場
第
一
五
番
札
所
）

を
拝
観
し
た
。
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○
火
曜
参
禅
会

　

・
四
月
一
二
日
、
五
月
一
〇
日
、
六
月
一
四
日
、
七
月
一
二
日
、

九
月
二
〇
日
、
一
〇
月
一
一
日
、
一
一
月
八
日
、
一
二
月
六
日

（
成
道
会
摂
心
）、
一
月
一
〇
日
、
二
月
七
日

○
禅
・
茶
話
の
会
“
放
光
”

　

・
四
月
二
〇
日
、
五
月
二
五
日
、
六
月
二
二
日
、
七
月
二
〇
日
、

九
月
二
八
日
、
一
〇
月
一
九
日
、
一
一
月
一
六
日
、
一
二
月
一

三
日
、
一
月
一
七
日
、
二
月
二
二
日
、
三
月
一
六
日

○
研
究
会

　

・
六
月
七
日
（
火
）
午
後
三
時
一
〇
分
よ
り 

禅
研
究
所
会
議
室

　
　
「
初
期
禪
宗
と
最
澄
の
圓
頓
戒

　
　
　

│
石
田
瑞
麿
・
鏡
島
元
隆
兩
氏
の
所
論
に
反
駁
す
│
」

 

東
洋
大
学
文
学
部
教
授　

伊
吹
敦
先
生

○
講
演
会

　

・
一
一
月
二
四
日
（
木
）
午
後
三
時
一
〇
分
よ
り 

け
や
き
ホ
ー
ル

　
　
「
禅
と
学
生
│
禅
を
通
じ
て
学
生
と
触
れ
合
っ
た
三
十
年
│
」

 

広
島
経
済
大
学
経
済
学
部
教
授　

岡
本
貞
雄
先
生

○
　
平
成
二
八
年
度
禅
研
究
所
所
員
・
研
究
員
に
よ
る
著
書
・
学
術

論
文
（
仏
教
・
宗
教
関
係
）（
平
成
二
八
年
四
月
〜
二
九
年
三
月
）

石
田
尚
敬

　
「
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
の
言
語
哲
学
」『
東
海
仏
教
』
六
二

　
「
瞑
想
者
の
認
識
を
め
ぐ
る
ダ
ル
モ
ー
ッ
タ
ラ
の
考
察
│
『
知

識
論
決
択
注
』
を
中
心
に
│
」『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
五

大
橋
崇
弘

　
「
唐
代
居
士
の
三
教
観
│
李
翺
を
中
心
と
し
て
│
」『
印
度
学
仏

教
学
研
究
』
六
五
（
二
）

　
「『
峨
山
和
尚
法
語
』
の
引
用
典
籍
の
研
究
（
一
）」（
共
著
）

『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
五

岡
島
秀
隆

　
「
宗
教
教
育
と
し
て
の
坐
禅
」『
日
本
佛
敎
學
會
年
報
』
八
一

　
「
柳
宗
悦
の
宗
教
思
想
│
宗
教
的
時
間
に
つ
い
て
│
」『
禅
研
究

所
紀
要
』
四
五
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河
合
泰
弘

　
「
瑩
山
の
女
人
済
度
思
想
に
つ
い
て
」『
日
本
佛
敎
學
會
年
報
』

八
〇

川
口
高
風

　
『
尾
張
大
運
寺
史
』
法
輪
山
大
運
寺

　
『
第
五
十
五
代
横
綱　

北
の
湖
親
方
と
法
持
寺
』白
鳥
山
法
持
寺

　
「
明
治
期
以
降
曹
洞
宗
人
物
誌
（
九
）」『
愛
知
学
院
大
学
教
養

部
紀
要
』
六
四
（
一
）

　
「
各
宗
の
機
関
誌
に
お
け
る
仏
骨
奉
迎
の
記
事
に
つ
い
て
」『
愛

知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
六
四
（
一
）

　
「「
新
愛
知
」
に
お
け
る
仏
骨
奉
迎
の
記
事
に
つ
い
て
」『
愛
知

学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
六
四
（
二
）

　
「
明
治
期
以
降
曹
洞
宗
人
物
誌
（
十
）」『
愛
知
学
院
大
学
教
養

部
紀
要
』
六
四
（
二
）

　
「「
正
法
輪
」
に
お
け
る
仏
骨
奉
迎
の
記
事
に
つ
い
て
」『
愛
知

学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
六
四
（
三
）

　
「
名
古
屋
の
寺
院
に
関
す
る
木
版
資
料
に
つ
い
て
（
十
四
）」

『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
六
四
（
三
）

　
「
慶
雲
軒
の
開
創
か
ら
護
国
院
へ
」『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
五

　
「
頑
翁
拽
石
と
頑
翁
敷
空
│
古
美
術
店
の
カ
タ
ロ
グ
よ
り
│
」

『
禅
文
化
洞
上
墨
蹟
』
一
二

　
「
愛
知
も
の
づ
く
り
と
仏
教
」『
中
外
日
報
』
二
〇
一
六
年
九
月

二
八
日
号
グ
ラ
フ
特
集

　
「「
禅
の
心
と
か
た
ち　

總
持
寺
の
至
宝
」
展
に
寄
せ
て
」『
中

日
新
聞
』
夕
刊　

二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
一
日
号

木
村
文
輝

　
「
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
瞑
想
論
（
３
）
│
『
シ
ュ
リ
ー
・
バ
ー

シ
ュ
ヤ
』
Ⅲ
、
３
、11
〜
19
読
解
│
」『
愛
知
学
院
大
学
人
間

文
化
研
究
所
紀
要　

人
間
文
化
』
三
一

　
「
合
理
化
す
る
社
会
と
非
合
理
な
葬
送
」『
北
陸
宗
教
文
化
』二
九

　
「
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
」「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
上
座
仏
教
」

（
項
目
執
筆
）『
上
座
仏
教
事
典
』
め
こ
ん

菅
原
研
州

　
『
ね
こ
禅
│
人
生
が
ふ
ニ
ャ
っ
と
な
ご
む
50
の
教
え
』（
監
修
）

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

　
『【
日
め
く
り
】
日
日
是
「
ね
こ
禅
」
│
毎
日
が
ふ
ニ
ャ
っ
と
な

ご
む
31
の
教
え
』（
監
修
）
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

　
「
金
子
白
夢
牧
師
の
禅
思
想
」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
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六
四
（
一
）

　
「
道
元
禅
師
成
仏
論
の
法
孫
へ
の
影
響
に
つ
い
て
」『
曹
洞
宗
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
一
七

　
「
乙
堂
喚
丑
『
正
法
眼
蔵
続
絃
講
議
』
の
発
心
観
」『
印
度
学
仏

教
学
研
究
』
六
五
（
二
）

　
「
瞎
道
本
光
『
室
内
聯
灯
秘
訣
』
の
研
究
」『
禅
研
究
所
紀
要
』

四
五

　
「『
峨
山
和
尚
法
語
』
の
引
用
典
籍
の
研
究
（
一
）」（
共
著
）

『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
五

　
「
近
世
曹
洞
宗
の
僧
侶
教
育
に
つ
い
て
」『
日
本
仏
教
教
育
学
研

究
』
二
五

　
「
い
ろ
い
ろ
な
名
前
を
お
ぼ
え
よ
う
」（
連
載
）『
て
ら
ス
ク
ー

ル
』
曹
洞
宗
宗
務
庁

　
「
石
川
素
童
禅
師
の
「
勧
戒
」」（
連
載
）『
跳
龍
』
大
本
山
總
持
寺

田
中
泰
賢

　
『Buddha 

英
語 

文
化　

田
中
泰
賢
選
集
』
全
五
巻　

あ
る
む

林　
　

淳

　
「（
１
）
圭
室
諦
成
│
社
会
経
済
史
の
日
本
宗
教
研
究
│
」『
戦

後
歴
史
学
と
日
本
仏
教
』
法
蔵
館

　
「
書
評
・
江
島
尚
俊
編
『
シ
リ
ー
ズ
大
学
と
宗
教
Ⅰ　

近
代
日

本
の
大
学
と
宗
教
』」『
近
代
仏
教
』
二
三

　
「
紹
介
『
シ
リ
ー
ズ
日
本
人
と
宗
教
』
の
目
的
と
展
望
」『
日
本

思
想
史
学
』
四
八

　
「
書
評
・
大
谷
栄
一
他
編
『
近
代
仏
教
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』」『
宗

教
研
究
』
三
八
七

　
「
書
評
・
長
谷
部
八
朗
編
『
講
研
究
の
現
在
Ⅲ
』」『
図
書
新

聞
』
三
二
八
二

引
田
弘
道

　
「
ゴ
ー
シ
ラ
物
語
│
『
ボ
ー
デ
ィ
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
・
ア
ヴ
ァ
ダ
ー

ナ
・
カ
ル
パ
ラ
タ
ー
』
第
35
章
和
訳
│
」（
共
著
）『
愛
知
学

院
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
六

　
「『
ボ
ー
デ
ィ
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
・
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
・
カ
ル
パ
ラ

タ
ー
』
第
36
章
和
訳
」（
共
著
）『
愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化

研
究
所
紀
要　

人
間
文
化
』
三
一

山
端
信
祐

　
「『
峨
山
和
尚
法
語
』
の
引
用
典
籍
の
研
究
（
一
）」（
共
著
）

『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
五
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〇
寄
贈
図
書
目
録

（
平
成
二
八
年
二
月
〜
平
成
二
九
年
二
月
）

　
〈
寄
贈
者
五
〇
音
順
・
敬
称
略
〉

　

左
記
の
図
書
を
御
恵
贈
下
さ
り
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
研
究
資
料
と
し
て
永
く
保
存
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

TH
E EASTERN

 BU
D
D
H
IST
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G
eum
gang U

niversity
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C
ollected 

Papers　
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The International Institute for Buddhist 

Studies
Sam
bhoga　

m
onograph series 3 3

 
The International Institute for Buddhist 

Studies

経
営
管
理
研
究
所
紀
要　

二
三

 

愛
知
学
院
大
学
経
営
管
理
研
究
所

未
来
口
腔
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
書　

六

 

愛
知
学
院
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科 

 

未
来
口
腔
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

叡
山
学
院
研
究
紀
要　

三
八 

叡
山
学
院

傘
松　

八
七
〇

－

八
八
一 

永
平
寺

真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要　

三
三 

大
谷
大
学

宗
教
学
会
報　

二
〇 

大
谷
大
学
宗
教
学
会

親
鸞
教
学　

一
〇
五
・
一
〇
六

 

大
谷
大
学
真
宗
学
会

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
所
報　

六
八

 

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所

仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー　

一
〇
一
・
一
〇
二

 

大
谷
大
学
仏
教
学
会

道
光　

六
九
七
・
七
〇
八 

可
睡
斎

ね
こ
禅 

KAD
O
KAW

A

川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要　

一

 

川
崎
大
師
教
学
研
究
所

共
生
文
化
研
究　

一 

共
生
文
化
研
究
所

真
宗
文
化　

二
五

 

京
都
光
華
女
子
大
学
真
宗
文
化
研
究
所

西
山
学
苑
研
究
紀
要　

一
〇

－

一
一

 

京
都
西
山
短
期
大
学

藝
文
研
究　

一
一
〇 

慶
應
義
塾
大
学
芸
文
学
会

鈴
木
大
拙
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
セ
ミ
ナ
ー
講
義

 

公
益
財
団
法
人
松
ヶ
岡
文
庫

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要　

二
九

 

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所

宗
教
と
科
学
の
対
話
│
宇
宙
の
摂
理
へ
の
想
い　

そ
の
一 

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
編

日
本
研
究　

五
二

－

五
四

 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要　

二
〇

 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

仙
石
山
仏
教
論
集　

八

 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

創
立
二
〇
周
年
記
念
国
際
佛
教
大
学
院
大
学
デ
ジ

タ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

 

国
際
仏
教
大
学
院
大
学

創
立
二
〇
周
年
記
念
本
学
の
特
別
図
書
と
刊
行
物

 

国
際
仏
教
大
学
院
大
学

Listt of Publitions Received
 

高
裁
仏
教
大
学
院
大
学
付
属
図
書
館

宗
教
学
論
集　

三
五 

駒
沢
宗
教
学
研
究
会
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日
本
文
化
研
究　

一
二

 

駒
沢
女
子
大
学
日
本
文
化
研
究
所

駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報　

二
七

 

駒
澤
大
學
襌
研
究
所

駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
紀
要　

創
刊
号

 

駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館

駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
所
蔵
道
教
関
係
歴

史
資
料
2 

駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館

東
皐
心
越
と
水
戸
光
圀
〜
黄
門
さ
ま
が
招
い
た
異

国
の
禅
僧
〜 

駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館

駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報　

四
九

 

駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会

駒
澤
大
學
佛
教
学
部
研
究
紀
要　

七
四

 

駒
澤
大
學
佛
教
学
部

駒
澤
大
學
佛
教
学
部
論
集　

四
七

 

駒
澤
大
學
佛
教
学
部

駒
澤
大
学
文
学
部
研
究
紀
要　

七
四

 

駒
澤
大
学
文
学
部

蘭
渓
道
隆
の
坐
禅
儀
│
金
沢
文
庫
所
蔵
『
蘭
渓
坐

禅
儀
』
の
訳
註　

駒
澤
大
学
佛
教
学
部
論
集　

四
七 

駒
澤
大
学
文
学
部

四
天
王
寺
大
学
紀
要　

六
一
・
六
二

 

四
天
王
寺
大
学

四
天
王
寺
大
学
紀
要　

六
二

 

四
天
王
寺
仏
教
大
学

斯
文　

一
二
八
・
一
二
九 

㈶
斯
文
会

密
教
学　

五
二 

種
智
院
大
学
密
教
学
会

佛
教
論
叢　

六
〇 

浄
土
宗
教
学
院

佛
教
文
化
研
究　

六
〇 

浄
土
宗
教
学
院

深
草
教
学　

二
七 

浄
土
宗
西
山
深
草
派
宗
務
所

浄
土
宗
総
合
研
究
所
年
報
教
化
研
究　

二
七

 

浄
土
宗
総
合
研
究
所

浄
土
真
宗
総
合
研
究　

一
〇

 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所

宗
報　

七
八
六

－

七
九
七

 

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁

真
言
宗
豊
山
派
宗
報　

八
〇
〇

－

八
一
一

 

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所

教
学
院
紀
要　

二
三 
真
宗
高
田
派
教
学
院

平
和
の
た
め
の
宗
教
│
対
話
と
協
力　

八

 

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委
員
会

浅
草
寺
佛
教
文
化
講
座　

六
〇 
浅
草
寺

善
通
寺
教
化
振
興
会
紀
要　

二
一

 

善
通
寺
教
化
振
興
会

善
通
寺
教
学
振
興
会
紀
要　

二
一

 

善
通
寺
教
学
振
興
会

跳
龍　

七
六
八

－

七
七
八 

總
持
寺

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要　

一

七 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要　

四
六

 

曹
洞
宗
宗
務
庁

曹
洞
宗
報　

九
六
六

－

九
七
七 

曹
洞
宗
宗
務
庁

宗
学
研
究
紀
要　

二
八
・
二
九

 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

衆
生
済
度
と
坐
禅
│
人
び
と
の
こ
こ
ろ
に
向
き
合

う
坐
禅
と
は 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
年
報　

三
八

 

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所

小
寺
の
灯 

大
東
出
版
社

東
洋
研
究　

二
〇
〇

－

二
〇
三

 

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所

二
祖
峨
山
韶
碩
禅
師
六
五
〇
回
大
遠
忌
ア
ル
バ
ム

 

大
本
山
總
持
寺
大
遠
忌
局
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大
雄　

一
四
二

－

一
四
五 

大
雄
山
最
乗
寺

現
代
密
教　

二
七 

智
山
伝
法
院

チ
ャ
ン
ダ
ナ　

二
六
五

－

二
六
七

 

中
央
学
術
研
究
所

中
央
学
術
研
究
所
紀
要　

四
五

 
中
央
学
術
研
究
所

V
im
alakirti-nirdesa W

ord Index and 
Reverse W

ord Index 
中
央
学
術
研
究
所

瑩
山
禅
師
『
伝
光
録
』
│
諸
本
の
翻
刻
と
比
較

（
二
） 

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

高
祖
傳
私
考 

滴
禅
会

禅
宗
聖
典
（
抄
） 

滴
禅
会

天
台
学
報　

五
七 

天
台
学
会

東
海
佛
教　

六
一 

東
海
印
度
学
仏
教
学
会

東
京
女
子
大
学
紀
要
論
集　

六
六
（
二
）

 

東
京
女
子
大
学

日
本
文
学　

一
二
〇

 

東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
部
会

仏
教
文
化　

五
五 

東
京
大
学
仏
教
青
年
会

仏
教
文
化
研
究
論
集　

二
七

 

東
京
大
学
仏
教
青
年
会

正
法
眼
蔵 

第
一 

現
成
公
按 

世
界
を
荘
厳
す
る

道 

東
京
図
書
出
版

博
物
館
学
年
報　

四
七

 

同
志
社
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程

東
方
學　

一
三
三 

東
方
學
會

仏
教
文
化
研
究
所
紀
要　

二
九 

同
朋
大
学

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
報　

二
九

 

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

三
五

 

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

東
洋
思
想
文
化　

六
九 

東
洋
大
学

東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集　

四

 

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所

仏
教
思
想
に
見
る
日
本
・
中
国
・
韓
国
の
共
通
性

と
差
異 
研
究
報
告
書

 

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所

東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要　

三
二

 

東
洋
哲
学
研
究
所

曹
洞
宗
の
仏
具
と
鳴
ら
し
物 

徳
善
寺

成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要　

三
九

 
成
田
山
新
勝
寺
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南
山
宗
教
文
化
研
究
所

南
山
宗
教
文
化
研
究
所
報　

二
六

 

南
山
宗
教
文
化
研
究
所

教
化
学
研
究　

五
・
六

 

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所

現
代
宗
教
研
究　

四
八
・
四
九

 

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所

震
災
と
祈
り　

現
代
宗
教
研
究
別
冊

 

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
編

「
無
縁
社
会
」を
考
え
る
│「
無
縁
社
会
」か
ら「
仏

縁
」
社
会
へ　

現
代
宗
教
研
究
別
冊

 

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
編

日
蓮
正
宗
教
学
研
鑽
所
紀
要　

三

 

日
蓮
正
宗
教
学
研
鑽
所

宗
教
研
究　

三
八
五

－

三
八
七 

日
本
宗
教
学
会

日
本
中
國
學
會
報　

六
八 

日
本
中
國
學
會

日
本
仏
教
教
育
学
研
究　

二
四

 

日
本
仏
教
教
育
学
会

仏
教
的
世
界
の
教
育
論
理 

日
本
仏
教
教
育
学
会
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密
教
学
研
究　

四
八 

日
本
密
教
学
会

オ
キ
ナ
ワ
を
歩
く　

元
白
梅
学
徒
隊
員
沖
縄
戦
を

語
る 

ノ
ン
ブ
ル
社

オ
キ
ナ
ワ
を
歩
く
Ⅱ　

元
梯
梧
学
徒
隊
員
沖
縄
戦

を
語
る 

ノ
ン
ブ
ル
社

オ
キ
ナ
ワ
を
歩
く
Ⅲ　

元
瑞
泉
学
徒
隊
員
沖
縄
戦

を
語
る 

ノ
ン
ブ
ル
社

オ
キ
ナ
ワ
を
歩
く
Ⅳ　

元
積
徳
学
徒
隊
員
沖
縄
戦

を
語
る 
ノ
ン
ブ
ル
社

オ
キ
ナ
ワ
を
歩
く
Ⅴ　

元
な
ご
ら
ん
学
徒
隊
員
沖

縄
戦
を
語
る 

ノ
ン
ブ
ル
社

オ
キ
ナ
ワ
を
歩
く
Ⅵ　

元
宮
古
高
女
・
八
重
山
高

女
学
徒
隊
員
沖
縄
戦
を
語
る 

ノ
ン
ブ
ル
社

学
生
が
聞
い
た　

カ
ウ
ラ
捕
虜
収
容
所　

日
本
兵

脱
走
事
件 

ノ
ン
ブ
ル
社

学
生
が
聞
い
た　

学
徒
出
陣
そ
し
て
特
攻

 

ノ
ン
ブ
ル
社

学
生
が
聞
い
た
禅　

濱
田
徹
道
講
話
録

 

ノ
ン
ブ
ル
社

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
報　

二
九
・

三
〇 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

人
権
教
育
研
究　

二
四

 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

支
援
の
た
め
の
制
度
と
法
の
あ
り
方
と
は

 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

禅
学
研
究　

九
四 

花
園
大
学
禅
学
研
究
会

遠
江
の
木
喰
仏 

浜
松
市
博
物
館

個
の
社
会
の
和
様
化 

風
媒
社

福
神 FU
KUJIN

　

一
八 

福
神
研
究
所

豊
山
教
学
大
会
紀
要　

四
四 

豊
山
教
学
振
興
会

佛
教
史
學
研
究　

Jan ‒58 

佛
教
史
學
会

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要　

二
三

 

佛
教
大
学
総
合
研
究
所

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
報　

三
七

 

佛
教
大
学
総
合
研
究
所

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
共
同
研
究
成
果
報
告
論
文

集　

二 

佛
教
大
学
総
合
研
究
所

佛
教
学
会
紀
要　

二
一 

佛
教
大
学
仏
教
学
会

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要　

二

 

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー

道　

四
・
五 
仏
教
伝
道
協
会

中
華
佛
學
研
究　

一
七

 

法
鼓
山
・
中
華
佛
学
研
究
所

法
鼓
佛
學
學
報　

一
八
・
一
九 

法
鼓
佛
教
學
院

松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報　

三
〇 

松
ヶ
岡
文
庫

東
洋
文
化
研
究
所
所
報　

一
九 

身
延
山
大
学

身
延
山
資
料
叢
書
四　

目
録
集
四

 

身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

身
延
論
叢　

二
一 

身
延
山
大
学
仏
教
学
会

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要　

一
六

 

身
延
山
大
学
仏
教
学
部

Acta Tibetica et Buddhica  7
 

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
チ
ベ
ッ
ト
学
研
究
室

鷲
峰
山
興
国
寺
の
歴
史
・
文
化
財
と
国
指
定
重
要

文
化
財　

木
像
法
燈
国
師
坐
像
修
理
報
告

 

由
良
の
興
国
寺
刊
行
委
員
会

日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要　

三
二

 

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所

法
華
文
化
研
究　

四
一

 

立
正
大
学
法
華
経
文
化
研
究
所

龍
谷
教
学　

五
一 

龍
谷
教
学
会
議

二
〇
一
五
年
度
研
究
活
動
報
告
書

 

龍
谷
大
学
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
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仏
教
を
通
じ
た
日
韓
文
化
交
流
の
歴
史
と
展
望
│

未
来
へ
の
伝
灯

 

龍
谷
大
学
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

佛
教
学
研
究　

七
二 

龍
谷
大
学
仏
教
学
会

龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室
年
報　

一
九
・
二
〇

 
龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室

鷲
峰
餘
光 

臨
済
宗
法
燈
派
大
本
山
興
国
寺

蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
紀
要　

九

 

蓮
花
寺
佛
教
研
究
所


